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氷
川
町
消
防
団
は
、平
成
26
年

４
月
１
日
現
在
、６
２
１
人
の
団

員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

団
員
の
年
齢
を
年
代
別
に
見
る

と
、30
代
が
半
数
を
占
め
て
お
り
、

在
職
年
数
で
は
、５
年
未
満
が
１

７
７
人
と
最
も
多
く
、30
年
以
上

の
長
き
に
わ
た
っ
て
活
躍
す
る
団

員
も
い
ま
す
。

　

ま
た
、就
業
形
態
別
に
見
る
と
、

会
社
員
の
比
率
が
約
70
％
と
最
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

条
例
で
定
め
ら
れ
た
団
員
定
数

は
６
４
０
人
で
す
が
、団
員
数
は
定

数
に
足
り
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

団
員
は
、突
発
的
に
発
生
す
る

災
害
に
対
し
て
、昼
夜
を
問
わ
ず
活

動
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め

に
は
、団
員
数
の
充
足
が
不
可
欠
で

あ
り
、新
た
な
団
員
の
確
保
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

氷
川
町
消
防
団
の
概
況

分団名 定数（人） 分団区域

本部分団 26 町内全域

第 1分団 44 第 1部：河原　第 2部：法道寺　第 3部：高野道

第 2分団 48
第 1部：北野津　第 2部：西野津
第 3部：反甫・立石

第 3分団 56
第 1部：吉本　第 2部：高塚
第 3部：新田　第 4部：柳の江

第 4分団 24 中大野・本山

第 5分団 28 第 1部：迫・笹尾　第 2部：北川

第 6分団 44 第 1部：鹿島　第 2部：島地

第 7分団 40 第 1部：南鹿野　第 2部：北鹿野

第 8分団 32 第 1部：東網道　第 2部：中網道

第 9分団 48 第 1部：西網道　第 2部：沖塘　第 3部：若洲

第 10分団 55 第 1部：町　第 2部：東上宮　第 3部：桜ヶ丘

第 11分団 66 第 1部：今　第 2部：早尾　第 3部：栫

第 12分団 34 第 1部：立神　第 2部：川上

第 13分団 42 第 1部：西上宮　第 2部：新村　第 3部：宮園

第 14分団 46 第 1部：下宮　第 2部：有佐　第 3部：原田

合　計 633

分団区域および分団定数

【分団】
大きな地区単位で構成され、各分団を
分団長が指揮しています。氷川町では
本部を含め、15の分団があります。

【部】
分団を構成する地区ごとに細分化し、
各部を部長（副分団長）が指揮していま
す。

各
部
に
配
備
さ
れ
て
い
る

装
備
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す

団長 古里英二

指導員　5人

副団長 前田博文

▲小型ポンプ積載車
小型ポンプを積載し、緊急現場への

迅速な搬送を行います。

▲小型ポンプ
水を急速に吸い上げ、

ホースによる放水を行います。

▲活動服
オレンジ色を基調に、機能性と
安全性を備えた活動服です。

ふるさとを守る担い手　氷川町消防団特集

　

氷
川
町
消
防
団
は「
自
ら
の
地
域

は
自
ら
で
守
る
」と
い
う
精
神
で
仕

事
の
傍
ら
に
、昼
夜
を
問
わ
ず
献
身

的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
時
だ
け
で
な
く
、災
害
時
や

人
命
捜
索
な
ど
に
お
い
て
も
最
前

線
に
立
ち
、住
民
の
人
命
と
安
全
を

守
っ
て
い
る
存
在
が
氷
川
町
消
防
団

で
す
。

　

今
後
も
氷
川
町
消
防
団
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

消
防
団
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

氷川町消防団の１年間の活動を紹介します
1 月　消防団出初式

6月　消防ポンプ操法大会

その他

2月　防災訓練

12月　年末警戒

災害発生時

　消防の新年の仕事初め式です。優良団員などの表
彰が行われる式典や、
通常点検で各分団が規
律 や 礼 式 を 披 露 し ま
す。
　また、式典終了後に
は、防火の祈りを込め
て、全分団による一斉
放水が行われます。

　各分団が、火災現場における実動の基礎である消
防ポンプ操作の正確さと速さを競い合います。

◆春季・秋季における火災予防運動
　火災が発生しやすくなる時期に合わせて、広報車
　による火災予防の啓発を行います。
◆新入団員訓練
　新入団員を対象に、基本的な規律や技能を習得す
　るため訓練を行います。
◆県消防学校教育訓練
　分団長を対象に、幹部団員として必要な教育訓練
　を行います。
◆定期的な機械点検
　火災に備え、小型ポンプなどの機械点検を定期的
　に行います。

　八代広域消防本部など関係消防組織と共に、防災
訓練を行います。
　平成 26 年の訓
練では、県の防
災ヘリ「ひばり」
による要救助者
の救助訓練が行
われました。

　町民の皆さんが安心して新年を迎えるため、年末
の 火 災 や 事 故、
災害の早期発見
を目的に、夜間
の特別警戒を行
います。

◆火災対応（建物火災、林野火災、車両火災など）
◆風水害対応（台風、集中豪雨、洪水、高潮など）
◆地震対応（津波、噴火など）
◆崖崩れ、山崩れ、地すべりなど

※この他、人命救助、避難誘導、救急救助などに加
　えて、警察や海上保安業務に対する協力要請によ
　る活動も行います。

消防団員を募集します！
　氷川町消防団では、ふるさとを共に守る仲
間を募集しています。
　命を守るための知識を身に付けたり、さま
ざまな人とも交流ができ、人脈も広がります。
あなたの力をぜひお貸しください。

 対 象　町内在住・在勤の18歳以上の人で、
 　　　 心身共に健康な人

 問   総務課 生活安全推進係　☎ 52-7111

年齢別団員数

在職年数別団員数就業形態

20 代 189 人

30年以上 2人

5年未満 177人

5年以上 10年未満
147人10年以上 15年未満

132人

15年以上 20年未満
107人

20年以上 25年未満
44人

25年以上 30年未満
12人

30代 315 人

その他 144 人

会社員 426 人
自営業 51人

40代 102人

50代 7人
60代 4人

10代 4人


